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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　候補数字特定補助具の外郭を構成する枠体と、

　前記枠体に設けられた所定領域に所定の間隔を空けて略並行に設置された複数のレール

と、

　前記レール上に１つずつ設置され、ユーザ操作により該レール上を摺動する数字ピース

と、

を備えることを特徴とする数字パズルのための候補数字特定補助具。

【請求項２】

　請求項１に記載の候補数字特定補助具であって、

　前記レールと略直交する向きで前記レールの一端付近に設置されたシャフトと、

　前記シャフト周りに回転するロックカバーと、をさらに備える

ことを特徴とする数字パズルのための候補数字特定補助具。

【請求項３】

　請求項１または２に記載の候補数字特定補助具であって、

　前記ロックカバーは、

　前記枠体の外周付近に設けられた退避位置から前記所定領域に向かって前記シャフト周

りに回転し、該所定領域内で前記数字ピースに被さる

ことを特徴とする数字パズルのための候補数字特定補助具。

【請求項４】
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　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 で あ っ て 、

　 前 記 所 定 領 域 は 、

　 前 記 レ ー ル に 直 交 す る 向 き に 区 画 さ れ た ３ つ の 異 な る 領 域 を 有 す る

こ と を 特 徴 と す る 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 で あ っ て 、

　 前 記 レ ー ル は 、 前 記 所 定 領 域 内 に ９ 本 設 置 さ れ 、

　 前 記 数 字 ピ ー ス は 各 々 、 １ ～ ９ ま で の い ず れ か １ つ の 数 字 を 示 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 で あ っ て 、

　 前 記 数 字 ピ ー ス は 、

　 正 面 側 上 方 向 に 突 出 し た 突 起 を 有 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 で あ っ て 、

　 前 記 数 字 ピ ー ス は 、

　 前 記 レ ー ル を 受 け 入 れ る レ ー ル 受 入 溝 ま た は 受 入 孔 を 有 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 で あ っ て 、

　 前 記 ロ ッ ク カ バ ー は 、

　 ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 に 位 置 す る 状 態 で 、 正 面 側 上 方 向 に 突 出 し た 爪 部 を 有 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 で あ っ て 、

　 前 記 退 避 位 置 に あ る 前 記 ロ ッ ク カ バ ー の 爪 部 は 、 前 記 枠 体 の 他 の 部 分 よ り も 低 い 位 置 に

設 け ら れ た 低 領 域 に 対 向 す る

こ と を 特 徴 と す る 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 パ ズ ル ゲ ー ム の 解 答 補 助 具 が 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ４ ２ ５ ４ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 縦 横 各 々 ３ × ３ に 並 ん だ ボ ッ ク ス 内 に 配 置 さ れ て い る 縦 横 各 々 ３ × ３ の マ ス に 対 し 、 １

～ ９ の 数 字 を １ 度 ず つ 使 っ て 空 い て い る マ ス を 埋 め る ナ ン バ ー プ レ ー ス と い う ゲ ー ム が あ

る 。 ユ ー ザ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 に 最 初 か ら 記 さ れ て い る ヒ ン ト 数 字 を も と に 各 マ

ス に 入 る 候 補 数 字 を 推 定 す る 。 し か し な が ら 、 ユ ー ザ は 、 上 記 ル ー ル に 従 い な が ら ヒ ン ト

数 字 な ど を 考 慮 し て 候 補 数 字 を 特 定 す る 必 要 が あ る た め 、 各 マ ス に 入 る 候 補 数 字 を 記 憶 し

た り 、 候 補 数 字 に 誤 り や 漏 れ が な い よ う に す る こ と は 難 し い 場 合 が あ る 。 な お 、 上 記 特 許

文 献 １ に は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 解 答 補 助 具 が 記 載 さ れ て い る も の の 、 各 マ ス に 入 る 複 数
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の 候 補 数 字 を 特 定 す る こ と に つ い て は 記 載 が な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 な 操 作 で 各 マ ス に 入 る 可 能 性 の

あ る 候 補 数 字 を 特 定 で き る 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 提 供 を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 一 態 様 は 、 数 字 パ ズ ル の た め の 候 補 数 字 特 定 補 助 具

で あ っ て 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 外 郭 を 構 成 す る 枠 体 と 、 前 記 枠 体 に 設 け ら れ た 所 定 領 域

に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 略 並 行 に 設 置 さ れ た 複 数 の レ ー ル と 、 前 記 レ ー ル 上 に １ つ ず つ 設 置

さ れ 、 ユ ー ザ 操 作 に よ り 該 レ ー ル 上 を 摺 動 す る 数 字 ピ ー ス と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 は 、 前 記 レ ー ル と 略 直 交 す る 向 き で 前 記 レ ー ル の 一 端 付 近 に

設 置 さ れ た シ ャ フ ト と 、 前 記 シ ャ フ ト 周 り に 回 転 す る ロ ッ ク カ バ ー と 、 を さ ら に 備 え て も

良 い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 前 記 ロ ッ ク カ バ ー は 、 前 記 枠 体 の 外 周 付 近 に 設 け ら れ た 退 避 位 置 か ら 前 記 所 定 領

域 に 向 か っ て 前 記 シ ャ フ ト 周 り に 回 転 し 、 該 所 定 領 域 内 で 前 記 数 字 ピ ー ス に 被 さ る よ う に

し て も 良 い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 前 記 所 定 領 域 は 、 前 記 レ ー ル に 直 交 す る 向 き に 区 画 さ れ た ３ つ の 異 な る 領 域 を 有

し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 前 記 レ ー ル は 、 前 記 所 定 領 域 内 に ９ 本 設 置 さ れ 、 前 記 数 字 ピ ー ス は 各 々 、 １ ～ ９

ま で の い ず れ か １ つ の 数 字 を 示 し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 前 記 数 字 ピ ー ス は 、 正 面 側 上 方 向 に 突 出 し た 突 起 を 有 し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 前 記 数 字 ピ ー ス は 、 前 記 レ ー ル を 受 け 入 れ る レ ー ル 受 入 溝 ま た は 受 入 孔 を 有 し て

も 良 い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 前 記 ロ ッ ク カ バ ー は 、 退 避 領 域 に 位 置 す る 状 態 で 、 正 面 側 上 方 向 に 突 出 し た 爪 部

を 有 し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 前 記 退 避 位 置 に あ る 前 記 ロ ッ ク カ バ ー の 爪 部 は 、 前 記 枠 体 の 他 の 部 分 よ り も 低 い

位 置 に 設 け ら れ た 低 領 域 に 対 向 し て も 良 い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に 係 る 候 補 数 字 特 定 補 助 具 は 、 簡 単 な 操 作 で 各 マ ス に 入 る 可 能 性 の あ る 候 補 数 字

を 特 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 上 記 し た 以 外 の 課 題 、 構 成 お よ び 効 果 は 、 以 下 の 実 施 形

態 の 説 明 に よ り 明 ら か に さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 全 体 構 成 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 枠 体 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 Ａ － Ａ 線 で 切 断 し た 枠 体 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 操 作 プ レ ー ト の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 Ｂ － Ｂ 線 で 切 断 し た 操 作 プ レ ー ト の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ （ ａ ） は 、 数 字 ピ ー ス の 正 面 図 で あ る 。 図 ８ （ ｂ ） は 、 数 字 ピ ー ス の 背 面 図
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で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 Ｃ － Ｃ 線 で 切 断 し た 数 字 ピ ー ス の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 レ ー ル 上 に 設 置 さ れ た 数 字 ピ ー ス を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ （ ａ ） は 、 シ ャ フ ト 体 の 正 面 図 で あ る 。 図 １ １ （ ｂ ） は 、 シ ャ フ ト 体 の

一 部 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ （ ａ ） は 、 ロ ッ ク カ バ ー の 正 面 図 で あ る 。 図 １ ２ （ ｂ ） は 、 ロ ッ ク カ バ

ー の 背 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 ロ ッ ク カ バ ー の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 断 面 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 使 用 開 始 時 に お け る 数 字 ピ ー ス お よ び ロ ッ ク カ バ ー の 位 置 を 示 し た

候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 簡 略 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 一 事 例 の 盤 面 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 の 数 字 ピ ー ス の 遷 移 例 を 示 し

た 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ９ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 の 数 字 ピ ー ス の 遷 移 例 を 示 し

た 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 全 体 構 成 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図

で あ る 。 図 ２ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。 候 補 数

字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス （ 縦 横 各 々 ３ × ３ に 並 ん だ ボ ッ ク ス 内 に 配 置 さ

れ て い る 縦 横 各 々 ３ × ３ の マ ス に 対 し 、 ヒ ン ト と な る 数 字 を も と に １ ～ ９ の 数 字 を １ 度 ず

つ 使 っ て 空 い て い る マ ス を 埋 め る ゲ ー ム ） の 各 マ ス に 入 る 候 補 数 字 の 特 定 に 用 い る た め の

器 具 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 候 補 数 字 特 定 補

助 具 １ ０ ０ は 、 枠 体 １ ０ と 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ と 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ と 、 シ ャ フ ト 体 ４ ０ と

、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ と を 有 し 、 こ れ ら の 各 パ ー ツ が 組 み 合 わ せ ら れ て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ４ は 、 枠 体 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ４ の Ａ － Ａ 線 で 切 断 し た 枠 体 １ ０ の 断 面

図 で あ る 。 枠 体 １ ０ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 外 郭 を 構 成 す る 直 方 体 の 部 材 で あ る

。 図 示 す る よ う に 、 枠 体 １ ０ は 、 正 面 側 の 略 中 央 に 所 定 面 積 を 占 め る 矩 形 の 操 作 プ レ ー ト

設 置 部 １ １ と 、 ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 操 作 プ レ ー ト 設 置 部 １ １ は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ を 設 置 す る た め の 矩 形 の 領 域 で あ っ て 、

枠 体 １ ０ の 正 面 側 表 面 か ら 数 ｍ ｍ ～ 十 数 ｍ ｍ 程 度 凹 ん だ 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ を 退 避 さ せ て お く た め の 領 域 で あ っ て

、 操 作 プ レ ー ト 設 置 部 １ １ の 外 側 下 部 （ 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 下 部 ） に 設 け ら れ て

い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ に は 、 枠 体 １ ０ の 左 右 方 向 （ 図 ４ で は 、 候 補 数 字 特 定

補 助 具 １ ０ ０ の 長 手 方 向 ） に 伸 び 、 正 面 側 表 面 の 高 さ よ り も 数 ｍ ｍ 程 度 低 い 低 領 域 １ ３ が

設 け ら れ て い る 。 低 領 域 １ ３ は 、 ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ に 移 動 し た ロ ッ ク カ バ ー ５ ０

の 一 部 （ 後 述 す る 爪 部 ） に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 枠 体 １ ０ の 表 面 と 低 領 域 １ ３

と の 間 に 高 低 差 が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 低 領 域 １ ３ の 表 面 と ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ と の 間 に

隙 間 が 形 成 さ れ る た め 、 ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ に あ る ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ に 指 を 引 っ 掛
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け 易 い 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ６ は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図 ６ の Ｂ － Ｂ 線 で 切 断 し た 操 作 プ

レ ー ト ２ ０ の 側 面 図 で あ る 。 操 作 プ レ ー ト ２ ０ は 、 ユ ー ザ が 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 操 作 す る た

め の 基 盤 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ は 、 平 面 部 ２ １ と 、 レ ー ル ２ ２ と を

有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 平 面 部 ２ １ は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ の 土 台 と な る 部 材 で あ る 。 平 面 部 ２ １ は 、 操 作 プ レ ー

ト 設 置 部 １ １ と 略 同 じ 大 き さ に 形 成 さ れ た 矩 形 の 薄 板 状 を し て い る 。 平 面 部 ２ １ は 、 背 面

側 表 面 に 固 着 剤 が 塗 布 さ れ 、 操 作 プ レ ー ト 設 置 部 １ １ に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 レ ー ル ２ ２ は 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 操 作 プ レ ー ト ２ ０ 上 で 摺 動 可 能 に 設 置 す る た め の 部 材

で あ る 。 レ ー ル ２ ２ は 、 平 面 部 ２ １ の 上 下 方 向 （ 図 ６ （ ａ ） で は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ の 短

手 方 向 の 長 さ を 有 す る ） に 細 長 い 直 方 体 で あ り 、 矩 形 （ 例 え ば 、 正 方 形 ま た は 長 方 形 ） の

断 面 形 状 を し て い る 。 レ ー ル ２ ２ は 、 平 面 部 ２ １ の 正 面 側 表 面 に 所 定 の 間 隔 を 開 け て 略 並

行 に 複 数 （ 例 え ば 、 ９ 本 ） 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の よ う な 操 作 プ レ ー ト ２ ０ は 、 レ ー ル ２ ２ の 長 手 方 向 に 略 直 交 す る ３ つ の 領 域 で 区 画

さ れ 、 各 領 域 を 識 別 す る 着 色 が 施 さ れ て い る 。 こ れ ら の 領 域 は 各 々 、 列 枠 領 域 ２ ３ と 、 確

定 枠 領 域 ２ ４ と 、 ロ ッ ク 枠 領 域 （ 行 ・ ブ ロ ッ ク 領 域 ） ２ ５ と を 示 し て い る 。 ユ ー ザ は 、 ヒ

ン ト 数 字 を 含 む ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 を 確 認 し な が ら 各 領 域 に 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 移 動 さ

せ る こ と に よ り 、 マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 し て い く 。 な お 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 詳

細 な 使 用 方 法 に つ い て は 後 述 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ８ （ ａ ） は 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 ８ （ ｂ ） は 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 背 面

図 で あ る 。 図 ９ は 、 図 ８ （ ａ ） の Ｃ － Ｃ 線 で 切 断 し た 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 断 面 図 で あ る 。 図

１ ０ は 、 レ ー ル ２ ２ 上 に 設 置 さ れ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。 数 字 ピ ー ス ３

０ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 各 マ ス に 入 る 候 補 数 字 を 示 し 、 ユ ー ザ 操 作 に よ っ て レ ー ル ２ ２

上 を 上 下 方 向 （ 図 １ ０ の 矢 印 方 向 ） に 摺 動 す る 直 方 体 の 部 材 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 数

字 ピ ー ス ３ ０ は 、 １ ～ ９ ま で の 異 な る 数 字 が 記 さ れ た ９ 種 類 が あ り 、 ピ ー ス 本 体 ３ １ と 、

突 起 ３ ２ と 、 レ ー ル 受 入 溝 ３ ３ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ピ ー ス 本 体 ３ １ は 、 候 補 数 字 が 記 さ れ た 直 方 体 の 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 突 起 ３ ２ は 、 指 で 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 摺 動 し 易 く す る た め の 部 分 で あ る 。 突 起 ３ ２ は 、 ピ

ー ス 本 体 ３ １ の 正 面 側 上 方 向 に 突 出 し た 形 状 を し て お り 、 ピ ー ス 本 体 ３ １ の 上 側 端 部 付 近

に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 レ ー ル 受 入 溝 ３ ３ は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ 上 で 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 設 置 す る レ ー ル ２ ２ を 受

け 入 れ る た め の 溝 で あ る 。 レ ー ル 受 入 溝 ３ ３ は 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 上 下 方 向 に 伸 び 、 レ ー

ル ２ ２ と 略 同 じ 幅 （ レ ー ル ２ ２ と 同 様 に 矩 形 の 断 面 形 状 ） で ピ ー ス 本 体 ３ １ の 背 面 側 に 形

成 さ れ て い る 。 な お 、 溝 の 深 さ は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の よ う な 数 字 ピ ー ス ３ ０ は 、 レ ー ル 受 入 溝 ３ ３ に レ ー ル ２ ２ が 当 接 す る よ う に 設 置 さ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 な お 、 レ ー ル ２ ２ お よ び レ ー ル 受 入 溝 ３ ３ の 断 面 形 状 は 矩 形 に 限 定 さ れ る も の で は な く

、 例 え ば 、 逆 台 形 （ 下 底 よ り も 上 底 が 長 い 台 形 ） を し て い て も 良 い 。 こ の よ う な レ ー ル 受

入 溝 ３ ３ の 数 字 ピ ー ス ３ ０ が レ ー ル ２ ２ に 摺 動 可 能 に 嵌 め 込 ま れ る と 、 レ ー ル 受 入 溝 ３ ３

の 上 底 両 端 が レ ー ル ２ ２ の 上 底 両 端 に 引 っ 掛 か る た め 、 摺 動 中 に 数 字 ピ ー ス ３ ０ が レ ー ル
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２ ２ か ら 外 れ る 虞 が な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ は 、 レ ー ル 受 入 溝 ３ ３ の 代 わ り に 、 ピ ー ス 本 体 ３ １ を 数 字 ピ ー ス

３ ０ の 上 下 方 向 に 貫 通 す る 受 入 孔 を 有 し て い て も 良 い 。 例 え ば 、 平 面 部 ２ １ の 短 手 方 向 の

両 端 に 設 置 さ れ た 土 台 上 に 、 平 面 部 ２ １ と の 間 に 隙 間 を 空 け て レ ー ル ２ ２ が 設 置 さ れ て い

る 場 合 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ は 、 か か る レ ー ル ２ ２ を 受 入 孔 に 通 し た 状 態 で レ ー ル ２ ２ 上 に 摺

動 可 能 に 設 置 さ れ れ ば 良 い 。 こ の よ う な 数 字 ピ ー ス ３ ０ は 、 レ ー ル ２ ２ か ら 外 れ る 虞 が な

い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 １ １ （ ａ ） は 、 シ ャ フ ト 体 ４ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 １ １ （ ｂ ） は 、 シ ャ フ ト 体 ４ ０ の

一 部 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。 シ ャ フ ト 体 ４ ０ は 、 軸 回 り に ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ を 回 転 可 能 に

固 定 す る 部 材 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 シ ャ フ ト 体 ４ ０ は 、 台 座 ４ １ と 、 シ ャ フ ト ４ ２ と

を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 台 座 ４ １ は 、 枠 体 １ ０ 上 に シ ャ フ ト ４ ２ を 固 定 す る た め の 部 材 で あ る 。 台 座 ４ １ は 、 半

円 形 に 形 成 さ れ 、 略 中 央 に シ ャ フ ト ４ ２ を 嵌 め 込 む シ ャ フ ト 受 入 穴 が 設 け ら れ て い る 。 台

座 ４ １ は 、 シ ャ フ ト 受 入 穴 に シ ャ フ ト ４ ２ を 嵌 め 込 ん だ 状 態 で 枠 体 １ ０ の 正 面 側 左 右 に 各

々 １ つ ず つ 設 置 さ れ る 。 な お 、 台 座 ４ １ の 形 状 は 半 円 形 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え

ば 直 方 体 な ど で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 シ ャ フ ト ４ ２ は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の 回 転 軸 と な る 部 材 で あ る 。 シ ャ フ ト ４ ２ は 、 細 長

い 円 柱 ま た は 円 筒 形 を し て い る 。 シ ャ フ ト ４ ２ は 、 後 述 す る よ う に 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の

シ ャ フ ト 挿 入 部 に 通 さ れ 、 台 座 ４ １ の シ ャ フ ト 受 入 穴 に 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 枠 体 １ ０ 上 に

設 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 １ ２ （ ａ ） は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 １ ２ （ ｂ ） は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５

０ の 背 面 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ は 、

マ ス を 埋 め る 候 補 と な り 得 な い 数 字 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ を ロ ッ ク す る た め の 部 材 で あ る 。 図

示 す る よ う に 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ は 、 カ バ ー 本 体 ５ １ と 、 爪 部 ５ ２ と 、 シ ャ フ ト 挿 入 部 ５

３ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 カ バ ー 本 体 ５ １ は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ の 領 域 内 で 操 作 プ レ ー ト ２ ０ の 下 側 に 移 動 し た 数

字 ピ ー ス ３ ０ に 被 さ る 部 材 で あ る 。 カ バ ー 本 体 ５ １ は 、 例 え ば 、 透 過 性 の あ る プ ラ ス チ ッ

ク 材 を 用 い て 数 字 ピ ー ス ３ ０ と 略 同 じ 大 き さ に 形 成 さ れ た 矩 形 の 薄 板 状 を し て い る 。 カ バ

ー 本 体 ５ １ は 、 下 側 端 部 （ 爪 部 ５ ２ の 逆 側 端 部 ） に 固 着 剤 が 塗 布 さ れ 、 シ ャ フ ト 挿 入 部 ５

３ の 所 定 位 置 に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 爪 部 ５ ２ は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ を 指 で 引 っ 掛 け 易 く し た り 、 操 作 プ レ ー ト 設 置 部 １ １ の

領 域 内 で 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 突 起 ３ ２ に 引 っ 掛 か り 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ が 容 易 に 確 定 枠 領 域 ２

４ や 列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 し て し ま う の を 防 止 す る た め の 部 分 で あ る 。 爪 部 ５ ２ は 、 ロ ッ ク

カ バ ー ５ ０ が ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ に 位 置 す る 状 態 で 、 正 面 側 上 方 向 に 突 出 し た 形 状

を し て お り 、 カ バ ー 本 体 ５ １ の 上 側 端 部 付 近 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 シ ャ フ ト 挿 入 部 ５ ３ は 、 シ ャ フ ト ４ ２ を 挿 入 す る 筒 状 の 部 材 で あ る 。 シ ャ フ ト 挿 入 部 ５

３ の 外 周 面 に は 、 カ バ ー 本 体 ５ １ が 固 定 さ れ 、 シ ャ フ ト ４ ２ に 通 さ れ た 状 態 で 枠 体 １ ０ 上

に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 １ ４ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 断 面 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、

枠 体 １ ０ に は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ と 、 枠 体 １ ０ に 設 置 さ れ た シ ャ フ ト 体 ４ ０ と が 固 定 さ れ

、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ が 矢 印 方 向 に 回 転 可 能 に シ ャ フ ト 体 ４ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ の よ う な 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ は 、 レ ー ル ２ ２ 上 に 設 置 さ れ て い る 数 字 ピ ー ス ３

０ を 矢 印 方 向 に 摺 動 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ャ フ ト ４ ２ に 通 さ れ た ロ ッ ク カ バ ー ５ ０

を シ ャ フ ト ４ ２ の 軸 回 り に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 次 に 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 １ ５ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 ２ ０ ０ を 示 し た 図 で あ る 。 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面

２ ０ ０ は 、 縦 ３ 列 、 横 ３ 行 の 計 ９ ブ ロ ッ ク を 有 し て い る 。 ま た 、 各 ブ ロ ッ ク は 、 縦 ３ 列 、

横 ３ 行 の 計 ９ マ ス を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ナ ン バ ー プ レ ー ス の ル ー ル は 以 下 の 通 り で あ る 。

１ ． ど の 縦 一 列 に も １ ～ ９ の 数 字 が １ つ ず つ 入 る 。

２ ． ど の 横 一 行 に も １ ～ ９ の 数 字 が １ つ ず つ 入 る 。

３ ． ど の ブ ロ ッ ク の 各 マ ス に も １ ～ ９ の 数 字 が １ つ ず つ 入 る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ユ ー ザ は 、 上 述 の ル ー ル に 従 っ て 空 い て い る 各 マ ス に １ ～ ９ の い ず れ か １ つ の 数 字 を 入

れ て 、 全 て の マ ス を 埋 め る こ と で 盤 面 を 完 成 さ せ る 。 ナ ン バ ー プ レ ー ス で は 、 通 常 、 幾 つ

か の ヒ ン ト 数 字 が 予 め 記 さ れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 ヒ ン ト 数 字 を 頼 り に 、 各 マ ス に 入 る 可 能

性 の あ る 候 補 数 字 を 推 定 し 、 盤 面 を 埋 め て い く 。 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ は 、 か か る 候

補 数 字 を 特 定 す る 際 に 用 い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 １ ６ は 、 使 用 開 始 時 に お け る 数 字 ピ ー ス ３ ０ お よ び ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の 位 置 を 示 し た

候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 簡 略 図 （ シ ャ フ ト 体 ４ ０ を 省 略 ） で あ る 。 ユ ー ザ は 、 ナ ン バ

ー プ レ ー ス を 始 め る 際 に 、 全 て の 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 配 置 し 、 ロ ッ ク カ バ

ー ５ ０ を ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 １ ２ に 配 置 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 １ ７ は 、 ナ ン バ ー プ レ ー ス の 一 事 例 の 盤 面 ２ １ ０ を 示 し た 図 で あ る 。 な お 、 盤 面 ２ １

０ の 外 側 の ａ ～ ｉ お よ び １ ～ ９ は 各 々 、 盤 面 ２ １ ０ の 行 お よ び 列 の 位 置 を 示 す 符 号 で あ っ

て 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ の 使 用 方 法 を 説 明 す る た め に 付 し た 符 号 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ユ ー ザ は 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ を 用 い て ど の マ ス の 候 補 数 字 か ら 特 定 し 始 め て も

良 い が 、 本 実 施 形 態 で は 、 よ り 効 率 的 な 特 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 具 体 的 に は 、 ユ ー ザ

は 、 盤 面 ２ １ ０ の 左 上 ブ ロ ッ ク Ａ の 左 上 端 の マ ス （ ａ 行 １ 列 目 の マ ス ） に 入 る 候 補 数 字 か

ら 順 に 右 隣 り の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る 。 な お 、 か か る 一 行 の 全 て の マ ス の 候 補 数 字 を

特 定 し た 後 、 ユ ー ザ は 、 同 様 の 方 法 に よ り 、 次 の 行 ｂ の 左 端 の マ ス （ ｂ 行 １ 列 目 の マ ス ）

か ら 順 に 右 隣 り の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 下 、 図 １ ７ の ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 を 用 い た 場 合 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 遷 移 例 に つ い

て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 １ ８ （ ａ ） は 、 ａ 行 １ 列 目 の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 遷 移 例

を 示 し た 図 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス （ ａ 行 １ 列 目 の マ ス ） の 候 補 数 字 を 特 定 す る 場 合

、 対 象 マ ス が 含 ま れ る 行 （ 以 下 、 「 関 連 行 」 と い い 、 本 例 で は ａ 行 ） の ヒ ン ト 数 字 （ 本 例

で は 、 「 ３ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 特 定 し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数 字 ピ ー

ス ３ ０ （ 「 ３ 」 が 記 さ れ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ ） を ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ 、 ロ ッ ク カ バ

ー ５ ０ を か け る 。 ユ ー ザ は 、 ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 下 側 に あ る

ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の 爪 部 ５ ２ に 指 を 引 掛 け 、 シ ャ フ ト ４ ２ 周 り に ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ を 回 転

さ せ て 数 字 ピ ー ス ３ ０ に ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ を 被 せ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 次 に 、 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス が 含 ま れ る 対 象 ブ ロ ッ ク （ 本 例 で は 、 ブ ロ ッ ク Ａ ） 内 の ヒ ン

ト 数 字 （ 本 例 で は 、 「 １ 」 、 「 ４ 」 お よ び 「 ７ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 特 定

し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数 字 ピ ー ス ３ ０ （ 「 １ 」 、 「 ４ 」 お よ び 「 ７ 」 が 記 さ れ た 数 字

ピ ー ス ３ ０ ） を ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 次 に 、 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス が 含 ま れ る 列 （ 以 下 、 「 関 連 列 」 と い い 、 本 例 で は １ 列 目 ）

の ヒ ン ト 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ２ 」 、 「 ５ 」 お よ び 「 ９ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は

、 特 定 し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ う し て 確 定 枠 領 域 に 残 っ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ６ 」 お よ び 「 ８ 」 ）

が 対 象 マ ス の 候 補 数 字 と し て 特 定 さ れ る 。 な お 、 ユ ー ザ は 、 特 定 し た 候 補 数 字 を 対 象 マ ス

内 に 書 き 込 む な ど し て 、 特 定 し た 候 補 数 字 を 記 録 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 １ ８ （ ｂ ） は 、 ａ 行 ２ 列 目 の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 遷 移 例

を 示 し た 図 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス （ ａ 行 ２ 列 目 の マ ス ） が 直 前 の 対 象 マ ス と 同 じ 行

（ ａ 行 ） お よ び ブ ロ ッ ク （ ブ ロ ッ ク Ａ ） に 含 ま れ る 場 合 、 列 枠 領 域 ２ ３ に あ る 全 て の 数 字

ピ ー ス ３ ０ を 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 戻 し た 上 で 、 候 補 数 字 の 特 定 を 始 め る 。 す な わ ち 、 ロ ッ ク

枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ た 「 １ 」 、 「 ３ 」 、 「 ４ 」 お よ び 「 ７ 」 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 確 定 枠

領 域 ２ ４ に 戻 さ な い 状 態 で 対 象 マ ス の 候 補 数 字 の 特 定 が 開 始 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ユ ー ザ は 、 関 連 列 （ 本 例 で は ２ 列 目 ） の ヒ ン ト 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ４ 」 、 「 ６ 」 お よ び

「 ７ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 特 定 し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数 字 ピ ー ス ３ ０

を 列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。 な お 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ 「 ４ 」 お よ び 「 ７ 」 は 、 既 に ロ ッ ク

枠 領 域 ２ ５ に 移 動 し て い る た め 、 ユ ー ザ は 、 そ れ ら 以 外 の ヒ ン ト 数 字 「 ６ 」 に 対 応 す る 数

字 ピ ー ス ３ ０ を 列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ う し て 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 残 っ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ２ 」 、 「 ５ 」 、

「 ８ 」 お よ び 「 ９ 」 ） が 対 象 マ ス の 候 補 数 字 と し て 特 定 さ れ る 。 ユ ー ザ は 、 特 定 し た 候 補

数 字 を 対 象 マ ス 内 に 書 き 込 む な ど し て 、 特 定 し た 候 補 数 字 を 記 録 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ ９ （ ａ ） は 、 ｅ 行 ３ 列 目 の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 遷 移 例

を 示 し た 図 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス （ ｅ 行 ３ 列 目 の マ ス ） が 直 前 の 対 象 マ ス （ ｅ 行 １

列 目 お よ び ｅ 行 ２ 列 目 ） と 同 じ 行 （ ｅ 行 ） お よ び ブ ロ ッ ク （ ブ ロ ッ ク Ｂ ） に 含 ま れ る 場 合

、 列 枠 領 域 ２ ３ に あ る 全 て の 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 戻 し た 上 で 、 候 補 数 字 の

特 定 を 始 め る 。 す な わ ち 、 ｅ 行 １ 列 目 お よ び ｅ 行 ２ 列 目 の 候 補 数 字 の 特 定 時 に ロ ッ ク 枠 領

域 ２ ５ に 移 動 さ せ た 「 １ 」 、 「 ２ 」 、 「 ５ 」 、 「 ７ 」 お よ び 「 ９ 」 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 確

定 枠 領 域 ２ ４ に 戻 さ な い 状 態 で 対 象 マ ス の 候 補 数 字 の 特 定 が 開 始 さ れ る 。 な お 、 「 １ 」 、

「 ５ 」 お よ び 「 ７ 」 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ に は 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ が 被 せ ら れ た 状 態 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ユ ー ザ は 、 関 連 列 （ 本 例 で は ３ 列 目 ） の ヒ ン ト 数 字 （ 本 例 で は 、 「 １ 」 、 「 ４ 」 お よ び

「 ９ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 特 定 し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数 字 ピ ー ス ３ ０

を 列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。 な お 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ 「 １ 」 お よ び 「 ９ 」 は 、 既 に ロ ッ ク

枠 領 域 ２ ５ に 移 動 し て い る た め 、 ユ ー ザ は 、 そ れ ら 以 外 の ヒ ン ト 数 字 「 ４ 」 に 対 応 す る 数

字 ピ ー ス ３ ０ を 列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 こ う し て 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 残 っ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ３ 」 、 「 ６ 」 お

よ び 「 ８ 」 ） が 対 象 マ ス の 候 補 数 字 と し て 特 定 さ れ る 。 ユ ー ザ は 、 特 定 し た 候 補 数 字 を 対

象 マ ス 内 に 書 き 込 む な ど し て 、 特 定 し た 候 補 数 字 を 記 録 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 １ ９ （ ｂ ） は 、 ｅ 行 ４ 列 の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 遷 移 例 を
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示 し た 図 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス （ ｅ 行 ４ 列 目 の マ ス ） が 直 前 の 対 象 マ ス と 異 な る ブ

ロ ッ ク （ ブ ロ ッ ク Ｃ ） に 含 ま れ る た め 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ が さ れ て い な い 数 字 ピ ー ス ３ ０

を 全 て 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 戻 し た 上 で 、 候 補 数 字 の 特 定 を 始 め る 。 す な わ ち 、 「 １ 」 、 「 ５

」 お よ び 「 ７ 」 の 数 字 ピ ー ス ３ ０ の み が ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 し た 状 態 で 対 象 マ ス の 候

補 数 字 の 特 定 が 開 始 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス が 含 ま れ る 対 象 ブ ロ ッ ク （ 本 例 で は 、 ブ ロ ッ ク Ｃ ） 内 の ヒ ン ト 数 字

（ 本 例 で は 、 「 ６ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 特 定 し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数

字 ピ ー ス ３ ０ を ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 次 に 、 ユ ー ザ は 、 関 連 列 （ 本 例 で は ４ 列 目 ） の ヒ ン ト 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ６ 」 お よ び 「

８ 」 ） を 特 定 す る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 特 定 し た ヒ ン ト 数 字 に 対 応 す る 数 字 ピ ー ス ３ ０ を

列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。 な お 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ 「 ６ 」 は 、 既 に ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移

動 し て い る た め 、 ユ ー ザ は 、 そ れ ら 以 外 の ヒ ン ト 数 字 「 ８ 」 に 対 応 す る 数 字 ピ ー ス ３ ０ を

列 枠 領 域 ２ ３ に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 こ う し て 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 残 っ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ の 数 字 （ 本 例 で は 、 「 ２ 」 、 「 ３ 」 、

「 ４ 」 お よ び 「 ９ 」 ） が 対 象 マ ス の 候 補 数 字 と し て 特 定 さ れ る 。 ユ ー ザ は 、 特 定 し た 候 補

数 字 を 対 象 マ ス 内 に 書 き 込 む な ど し て 、 特 定 し た 候 補 数 字 を 記 録 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 な お 、 一 行 に 含 ま れ る 全 て の マ ス に つ い て 候 補 数 字 を 特 定 し た 場 合 、 ユ ー ザ は 、 ロ ッ ク

カ バ ー ５ ０ が 被 せ ら れ た 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 含 む 全 て の 数 字 ピ ー ス ３ ０ を 確 定 枠 領 域 ２ ４ に

移 動 さ せ 、 次 の 対 象 マ ス （ 例 え ば 、 次 の 行 の 左 端 の マ ス ） に 入 る 候 補 数 字 の 特 定 を 開 始 す

る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 こ の よ う に し て 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ は 、 候 補 数 字 を 特 定 す る 際 に 役 立 て ら れ る

。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 そ の 後 、 ユ ー ザ は 、 ど の 縦 一 列 、 ど の 横 一 行 お よ び ブ ロ ッ ク 内 の ど の マ ス に も 同 じ 数 字

が 入 ら な い よ う に 各 マ ス の 特 定 し た 候 補 数 字 の 中 か ら 適 切 な 数 字 を 決 定 し 、 盤 面 ２ １ ０ を

完 成 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 以 上 、 本 実 施 形 態 に 係 る 候 補 数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ に つ い て 説 明 し た 。 こ の よ う な 候 補

数 字 特 定 補 助 具 １ ０ ０ に よ れ ば 、 簡 単 な 操 作 で 各 マ ス に 入 る 可 能 性 の あ る 候 補 数 字 を 特 定

す る こ と が で き る 。 ま た 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ は 、 シ ャ フ ト ４ ２ 周 り に 回 転 し 、 ロ ッ ク 枠 領

域 ２ ５ に 移 動 し た 数 字 ピ ー ス ３ ０ に 被 さ る 。 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ の 爪 部 ５ ２ が

数 字 ピ ー ス ３ ０ の 突 起 ３ ２ に 引 っ 掛 か り 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ が 容 易 に 確 定 枠 領 域 ２ ４ や 列 枠

領 域 ２ ３ に 移 動 し て し ま う の を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 な お 、 枠 体 １ ０ 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ 、 数 字 ピ ー ス ３ ０ 、 シ ャ フ ト 体 ４ ０ お よ び ロ ッ ク カ

バ ー ５ ０ の 大 き さ お よ び 材 質 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 材 や 木

材 な ど 一 定 の 強 度 が あ り 、 か つ 、 加 工 し 易 い 素 材 か ら 形 成 さ れ れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 で は 、 操 作 プ レ ー ト ２ ０ の 平 面 部 ２ １ お よ び レ ー ル ２ ２ は 別 個 の

部 材 と し て 説 明 し た が 、 プ レ ス 加 工 な ど 所 定 の 方 法 に よ り 、 平 面 部 ２ １ お よ び レ ー ル ２ ２

が 一 体 形 成 さ れ た も の で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 枠 体 １ ０ と 、 平 面 部 ２ １ と 、 レ ー ル ２ ２ と

が 一 体 形 成 さ れ た も の で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 で は 、 左 上 端 の マ ス に 入 る 候 補 数 字 か ら 順 に 右 隣 り の マ ス の 候 補

数 字 を 特 定 し 、 か か る 一 行 の 全 て の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 し た 後 、 次 の 行 ｂ の 左 端 の マ ス
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か ら 順 に 右 隣 り の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 し た 。 し か し な が ら 、 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 使 用

方 法 は こ れ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 左 上 端 の マ ス に 入 る 候 補 数 字 か ら 順 に 下 隣 の マ ス の 候 補

数 字 を 特 定 し 、 か か る 一 列 の 全 て の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 し た 後 、 次 の 列 （ 右 隣 の 列 ） の

上 端 の マ ス か ら 順 に 下 隣 の マ ス の 候 補 数 字 を 特 定 す る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス の 関 連 列 の ヒ ン ト 数 字 を ロ ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ て

ロ ッ ク カ バ ー ５ ０ を 被 せ る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス と 同 じ ブ ロ ッ ク の ヒ ン ト 数 字 を ロ

ッ ク 枠 領 域 ２ ５ に 移 動 さ せ る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 対 象 マ ス の 関 連 行 の ヒ ン ト 数 字 を 行 枠 領

域 ２ ３ （ 前 述 の 実 施 形 態 で は 、 「 列 枠 領 域 ２ ３ 」 と し て 説 明 し た 領 域 ） に 移 動 さ せ る 。 そ

し て 、 確 定 枠 領 域 ２ ４ に 残 っ た 数 字 が 候 補 数 字 と な る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 な お 、 本 発 明 は 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 な 変 形 例 が 含 ま れ る 。

例 え ば 、 上 記 し た 実 施 例 は 本 発 明 を 分 か り や す く 説 明 す る た め に 詳 細 に 説 明 し た も の で あ

り 、 必 ず し も 説 明 し た 全 て の 構 成 を 備 え る も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 実 施 例

の 構 成 の 一 部 に つ い て 、 他 の 構 成 の 追 加 、 削 除 、 置 換 を す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ５ 】

１ ０ ０ ・ ・ ・ 候 補 数 字 特 定 補 助 具 、 １ ０ ・ ・ ・ 枠 体 、 １ １ ・ ・ ・ 操 作 プ レ ー ト 設 置 部 、

１ ２ ・ ・ ・ ロ ッ ク カ バ ー 退 避 領 域 、 １ ３ ・ ・ ・ 低 領 域 、 ２ ０ ・ ・ ・ 操 作 プ レ ー ト 、

２ １ ・ ・ ・ 平 面 部 、 ２ ２ ・ ・ ・ レ ー ル 、 ２ ３ ・ ・ ・ 列 枠 領 域 、 ２ ４ ・ ・ ・ 確 定 枠 領 域 、

２ ５ ・ ・ ・ ロ ッ ク 枠 領 域 、 ３ ０ ・ ・ ・ 数 字 ピ ー ス 、 ３ １ ・ ・ ・ ピ ー ス 本 体 、

３ ２ ・ ・ ・ 突 起 、 ３ ３ ・ ・ ・ レ ー ル 受 入 溝 、 ４ ０ ・ ・ ・ シ ャ フ ト 体 、 ４ １ ・ ・ ・ 台 座 、

４ ２ ・ ・ ・ シ ャ フ ト 、 ５ ０ ・ ・ ・ ロ ッ ク カ バ ー 、 ５ １ ・ ・ ・ カ バ ー 本 体 、 ５ ２ ・ ・ ・ 爪 部

、

５ ３ ・ ・ ・ シ ャ フ ト 挿 入 部 、 ２ ０ ０ ・ ・ ・ ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 、

２ １ ０ ・ ・ ・ ナ ン バ ー プ レ ー ス の 盤 面 （ 事 例 ）

【 要 約 】

【 課 題 】 簡 単 な 操 作 で 各 マ ス に 入 る 可 能 性 の あ る 候 補 数 字 を 特 定 す る こ と が で き る 。

【 解 決 手 段 】 　 候 補 数 字 特 定 補 助 具 の 外 郭 を 構 成 す る 枠 体 と 、 前 記 枠 体 に 設 け ら れ た 所 定

領 域 に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 略 並 行 に 設 置 さ れ た 複 数 の レ ー ル と 、 前 記 レ ー ル 上 に １ つ ず つ

設 置 さ れ 、 ユ ー ザ 操 作 に よ り 該 レ ー ル 上 を 摺 動 す る 数 字 ピ ー ス と 、 を 備 え る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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